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ガボン共和国月報（２０１６年７月） 

２０１６年７月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●ボンゴ大統領によるＣＨＵＯ開所式への出席 

●大統領選挙：ＣＥＮＡＰによる候補者認定 
【外政】 

●ボンゴ大統領によるメッカ訪問 

●ボンゴ大統領による第２７回ＡＵ総会への出席 

●赤道ギニア大統領によるフランスビル訪問 

【経済】 

●ガボンによるＯＰＥＣ再加盟 

●ボンゴ大統領による中部アフリカ地域証券取引所トレーディングルーム開所式への出席 

●中部アフリカ・ＥＵ経済連携協定 

●ＣＡＰＡＬ水揚げ促進キャンペーン終了式の開催 

 

【内政】 

１ ボンゴ大統領によるＣＨＵＯ開所式への出席 

８日，アリ・ボンゴ大統領は，オウェンド大学病院センター（ＣＨＵＯ）の開所式に出席

した。同センターは１５，０００平方メートルの敷地面積，１２０床の病床を有し，５３

３名の職員が勤務し，最先端技術による診療・手術・リハビリが可能となる。（９日付ＵＮ） 

２ ボンゴ大統領による大統領選挙候補届出 

９日，アリ・ボンゴ大統領は，数万人のガボン人に付き添われながら独立常設選挙委員会

（ＣＥＮＡＰ）に対して候補者届出に係る書類を提出した。（１１日付ＵＮ） 

３ ボンゴ大統領による選挙前キャンペーンの開始 

１２日から，アリ・ボンゴ大統領は，ニャンガ州をはじめ各州を訪問し，選挙前キャンペ

ーン活動を開始した。（１３日付ＵＮ） 

４ 大統領選挙：ＣＥＮＡＰによる候補者認定 

１５日，ＣＥＮＡＰは，アバ・ミンコ・ローラン・デジレ（無所属），ボンゴ・オンディン

バ・アリ（ガボン民主党（ＰＤＧ）），エラ・ンゲマ・ジェラール（無所属），マガンガ・ム

サヴ・ピエール・クラヴェ（社会民主党（ＰＳＤ）），ンバ・アボソレ・ポール（ガボンの

ための結集党（ＲＰＧ）），ンボンベ・ンズンドゥ・アベル（無所属），ミンラマ・ミントゴ・

デュードネ（無所属），ムーバンバ・ブルーノ・ベン（無所属），ムサヴ・キング・オーギ

ュスト（ガボン社会党（ＰＳＧ）），ンドン・シマ（無所属），ングラキア・レオン・ポール

（無所属），ンズバ・ンダマ・ギィ（無所属），オイエ・ンバ・カシミール・マリー・アン

ジュ（国民連合（ＵＮ））及びピン・ジャン（改革推進連合（ＵＦＣ））の１４名の候補者
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を認定した。（１３日付ＡＦＰ，１６－１７日付ＵＮ） 

 

【外政】 

１ ボンゴ大統領によるメッカ訪問 

４日，アリ・ボンゴ大統領は，アブドゥルアズィーズ・サウジアラビア国王の招待を受け

て，断食明け大祭のためメッカを訪問した。（５日付ＵＮ） 

２ ボンゴ大統領による第２７回ＡＵ総会への出席 

１７－１８日，アリ・ボンゴ大統領は，キガリにて開催された第２７回ＡＵ総会に出席し，

ＡＵＣ委員長選挙，安保理改革，南スーダン情勢等について議論した。（１９日付ＵＮ） 

３ ＮＤＩによるフォーラム開催：大統領選挙 

１８－１９日，米シンクタンク国立民主主義研究所（ＮＤＩ）は，民主的で透明性のある

大統領選挙の実施に向け，フォーラムを開催した。（１９日付ＵＮ）  

４ 赤道ギニア大統領によるフランスビル訪問 

２７日，アリ・ボンゴ大統領は，オートオグエ州フランスビルにて，ンゲマ赤道ギニア大

統領と会談し，二国間関係の強化のほか、３０日に赤道ギニアにて開催予定の中部アフリ

カ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）首脳会議について議論を行った。（２８日付ＵＮ） 

 

【経済】 

１ 中部アフリカ基幹回線網計画：第１フェーズ評価 

中部アフリカ基幹回線網計画（ＣＡＢ４）の関係者は，第１フェーズの進捗状況を確認し

た。第１フェーズでは，２０１６年９月までに，１，１００キロメートルに亘る光ファイ

バー回線敷設が予定されているほか，２０１７年のアフリカ・ネーションズ・カップ前に

全地域での４Ｇ回線の導入が予定されている。（１日付ＧＲ） 

２ 木材加工に関する国際フォーラムの開催 

１３日，リーブルビルにおいて木材加工に関する国際フォーラムが開催され，コンゴ盆地

周辺国から３００名以上が出席した。ガボン政府は，木材関連産業を経済成長の柱の一つ

としており，２０２０年までに熱帯木材のリーダー国になることを目標に掲げている。（１

日付ＧＲ） 

３ ガボンによるＯＰＥＣ再加盟 

１日，ガボンの石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）再加盟が正式に決定された。（２日付ＧＲ） 

４ 伊 Santullo グループによるタワー建設 

伊 Santullo グループは，投資総額７５０億ＣＦＡフランをかけて，アパート，事務所，駐

車場他を有する Santullo タワー２棟を建設しており，９月に両タワーの開所式が予定され

ている。（５日付ＵＮ） 

５ ボンゴ大統領による中部アフリカ地域証券取引所トレーディングルーム開所式への出

席 

５日，アリ・ボンゴ大統領は，中部アフリカ地域証券取引所（ＢＶＭＡＣ）のトレーディ
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ングルームの開所式に出席した。同トレーディングルームは，中国 StarTimes 社による支

援のもと機材が整備されており，国際基準に沿った証券取引が可能となる。（５日付ＧＲ，

７日付ＵＮ） 

６ ガボン政府及びＳＥＥＧ社によるコンセッション交渉 

７日，ガボン政府とガボン電気・水道会社（ＳＥＥＧ）は，２０１７年６月のコンセッシ

ョン期間満了を前に，新たなコンセッション締結に向けた交渉を開始することで合意した。

（９日付ＵＮ） 

７ マイクロ・ファイナンス：Régionale 第１支店の開設 

カメルーン・マイクロファイナンス Régionale は，リーブルビルに初となる支店を開設し，

貧困層に対して小口の融資や貯蓄などのサービスを提供する。（１２日付ＧＲ） 

８ 中部アフリカ・ＥＵ経済連携協定 

１８日，第４１回中部アフリカ・ＥＵ経済連携協定に係る交渉会合がリーブルビルにおい

て開催され，２２日の閣僚級交渉会合及び３０日の臨時首脳会合に向け関係者間での調整

が行われた。（１９日付ＵＮ） 

９ 家庭用光ファイバー・インターネットサービスの開始 

２０日，ガボン・テレコムは，家庭用光ファイバー・インターネットサービスを開始した。

（２１日付ＵＮ） 

１０ ＣＡＰＡＬ水揚げ促進キャンペーン終了式の開催 

２６日，リーブルビル零細漁業支援センター（ＣＡＰＡＬ）において，ガボン水産・養殖

庁主催による水揚げ促進キャンペーンの終了式が開催され，チャンゴ漁業・畜産大臣，佐

藤駐ガボン日本国大使のほか，漁業関係者約５０名が出席した。（２８日付ＵＮ） 

１１ 第２回デジタル経済に係る国際見本市の開催 

２７日，デジタル経済・郵政省は，第２回デジタル経済に係る国際見本市を開催し， e ラ

ーニング，e保険等デジタル経済に係る意見交換が行われた。（２８日付ＵＮ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス） 


